
二級ボイラー技士試験

受験番号 ２ ボ
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（ボイラーの構造に関する知識）

問 １ 熱及び水の蒸気について、誤っているものは次のう

ちどれか。

（１）飽和温度は、圧力が高くなるほど高くなる。

（２）乾き飽和蒸気は、乾き度が１の飽和蒸気である。

（３）飽和蒸気の比エンタルピは、その飽和水の顕熱に

潜熱を加えた値である。

（４）飽和水及び飽和蒸気の比体積は、いずれも圧力が

高くなるほど小さくなる。

（５）蒸発熱は、圧力が高くなるほど小さくなり、臨界

圧力に達すると０になる。

問 ２ 水管ボイラーと比較した丸ボイラーの特徴として、

誤っているものは次のうちどれか。

（１）負荷の変動によって圧力が変動しやすい。

（２）高圧のもの及び大容量のものには適さない。

（３）構造が簡単で、設備費が安く、取扱いが容易であ

る。

（４）伝熱面積当たりの保有水量が大きく、破裂の際の

被害が大きい。

（５）起動から所要蒸気を発生するまでに長時間を要す

る。

問 ３ 暖房用鋳鉄製蒸気ボイラーにハートフォード式連結

法により返り管を取り付ける目的は、次のうちどれか。

（１）蒸気圧力の異常な昇圧を防止する。

（２）湿り蒸気を乾き度の高い飽和蒸気とする。

（３）不純物のボイラーへの混入を防止する。

（４）低水位事故を防止する。

（５）燃焼効率を向上させる。

問 ４ 超臨界圧力用に用いられるボイラーは、次のうちど

れか。

（１）貫流ボイラー

（２）電気ボイラー

（３）放射形ボイラー

（４）強制循環式水管ボイラー

（５）流動層燃焼ボイラー

問 ５ 油だきボイラーの自動制御用機器とその構成部分と

の組合せとして、誤っているものは(１)～(５)のうち

どれか。

自動制御用機器 構成部分

（１）主安全制御器 安全スイッチ

（２）火炎検出器 バイメタル

（３）温水温度調節器 感温体

（４）蒸気圧力調節器 ベローズ

（５）水位検出器 電極棒

問 ６ ボイラーの送気系統装置について、誤っているもの

は次のうちどれか。

（１）主蒸気弁には、アングル弁、玉形弁又は仕切弁な

どが用いられる。

（２）２基以上のボイラーが蒸気出口で同一管系に連絡

している場合には、主蒸気弁の後に蒸気逆止め弁を

設ける。

（３）低圧ボイラーの胴又はドラム内には、蒸気と水滴

を分離するため沸水防止管を設ける。

（４）バケット式蒸気トラップは、蒸気とドレンの密度

差を利用して蒸気を使用している設備内にたまった

ドレンを自動的に排出する。

（５）バイパス弁は、１次側の蒸気圧力及び蒸気流量に

かかわらず２次側の蒸気圧力をほぼ一定に保つ。

問 ７ 温水ボイラーの逃がし管及び逃がし弁について、誤

っているものは次のうちどれか。

（１）逃がし管は、ボイラーの水部に直接取り付けて、

高所に設けた開放形膨張タンクに連絡させる。

（２）逃がし管は、内部の水が凍結しないように保温そ

の他の措置を講じる。

（３）逃がし管には、ボイラーに近い側に弁又はコック

を取り付ける。

（４）逃がし弁は、逃がし管を設けない場合又は密閉形

膨張タンクの場合に用いられる。

（５）逃がし弁は、設定した圧力を超えると水の膨張に

よって弁体を押し上げ、水を逃がすものである。



問 ８ ボイラーに使用するブルドン管圧力計について、誤

っているものは次のうちどれか。

（１）ブルドン管圧力計は、原則として胴又は蒸気ドラ

ムの一番高い位置に取り付ける。

（２）ブルドン管圧力計は、水を入れたサイホン管など

を用いて取り付ける。

（３）ブルドン管圧力計は、ブルドン管とダイアフラム

を組み合わせたもので、管が圧力によって伸縮する

ことを応用している。

（４）ブルドン管は、断面が扁平な管を円弧状に曲げ、
へん

その一端を固定し他端を閉じたものである。

（５）ブルドン管圧力計のコックは、ハンドルが管軸と

同一方向になった場合に開くように取り付ける。

問 ９ ボイラーの給水系統装置等について、誤っているも

のは次のうちどれか。

（１）渦巻ポンプは、羽根車の周辺に有する案内羽根に

よって水に圧力エネルギーを与えるもので、低圧の

ボイラーに使用される。

（２）真空給水ポンプは、受水槽内を－１３～－２７kPa

の真空にして、返り管途中の凝縮水を受水槽に吸引

するとともに、ボイラーに給水する。

（３）インゼクタは、給水装置の一種で給水ポンプの予

備給水用として使用される。

（４）給水弁にはアングル弁又は玉形弁が、給水逆止め

弁にはスイング式又はリフト式の弁が用いられる。

（５）給水弁と給水逆止め弁をボイラーに取り付ける場

合には、給水弁をボイラーに近い側に取り付ける。

問１０ ボイラーの自動制御における、制御量とそれに対す

る操作量との組合せとして、誤っているものは(１)～

(５)のうちどれか。

制御量 操作量

（１）蒸気圧力 燃料量及び燃焼空気量

（２）蒸気温度 過熱低減器の注水量
又は伝熱量

（３）ボイラー水位 蒸気量

（４）炉内圧力 排出ガス量

（５）空燃比 燃料量及び燃焼空気量
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（ボイラーの取扱いに関する知識）

問１１ ガスだきボイラーの点火前の準備、点火方法につい

て、誤っているものは次のうちどれか。

（１）ガス圧力が加わっている継手、コック及び弁は、

ガス漏れ検出器又は検出液の塗布によりガス漏れの

有無を点検する。

（２）点火用燃料のガス圧力が低下していると、点火炎

が短炎となり、点火遅れによる逆火を引き起こすお

それがあるので、ガス圧力を確認する。

（３）炉内及び煙道の換気を十分な空気量で行う。

（４）点火用火種は、できるだけ火力の小さなものを使

用する。

（５）主バーナが点火制限時間内に着火するかを確認し、

着火しないときは直ちに燃料弁を閉じ、炉内を換気

する。

問１２ ボイラーの圧力上昇時の取扱いについて、誤ってい

るものは次のうちどれか。

（１）冷たい水からたき始める場合には、一般に低圧ボ

イラーでは最低１～２時間をかけ、徐々にたき上げる。

（２）蒸気が発生し始め、白色の蒸気の放出を確認して

から空気抜き弁を閉じる。

（３）たき始めると、ボイラー本体の膨張により水位が

下降するので給水を行う。

（４）圧力計の指針の動きを注視し、圧力の上昇度合い

に応じて燃焼を加減する。

（５）圧力計の機能に疑いがあるときは、圧力が加わっ

ているときでも圧力計の下部コックを閉めて、予備

の圧力計と取り替える。

問１３ ボイラー水位が安全低水面以下にあると気付いたと

きの措置として、誤っているものは次のうちどれか。

（１）燃料の供給を止めて燃焼を停止する。

（２）換気を行い、炉を冷却する。

（３）主蒸気弁を全開にして、蒸気圧力を下げる。

（４）鋼製ボイラーでは、水面が加熱管のある位置より

低下したと推定される場合は給水を行わない。

（５）鋳鉄製ボイラーでは、いかなる場合も給水を行わ

ない。



問１４ 油だきボイラーを運転中、火炎に火花が生じる原因

として、誤っているものは次のうちどれか。

（１）バーナの調節不良

（２）油の圧力が不適正

（３）油の温度が不適正

（４）噴霧媒体の圧力が不適正

（５）通風の不足

問１５ ボイラーのたき始めに燃焼量を急激に増してはなら

ない理由として、適切なものは次のうちどれか。

（１）ボイラー本体の不同膨張を起こさないようにする

ため。

（２）高温腐食を起こさないようにするため。

（３）スートファイヤを起こさないようにするため。

（４）ホーミングを起こさないようにするため。

（５）ウォータハンマを起こさないようにするため。

問１６ ボイラーの間欠吹出しについて、誤っているものは

次のうちどれか。

（１）鋼製ボイラーの吹出しは、最大負荷よりやや低い

ところで行う。

（２）吹出しを行っている間は、他の作業を行ってはな

らない。

（３）吹出し管に急開弁と漸開弁が直列に取り付けられ

ている場合の吹出しは、急開弁を先に開き、次に漸

開弁を徐々に開いて行う。

（４）水冷壁の吹出しは、運転中に行ってはならない。

（５）鋳鉄製ボイラーの吹出しは、運転中に行ってはな

らない。

問１７ ボイラーにキャリオーバが発生する原因として、誤

っているものは次のうちどれか。

（１）蒸気負荷が過大であること。

（２）主蒸気弁を急に開くこと。

（３）ボイラー水位が低水位であること。

（４）ボイラー水中の溶解性蒸発残留物が過度に濃縮さ

れていること。

（５）ボイラー水中に油脂分が含まれていること。
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問１８ ボイラーの水管理について、誤っているものは次の

うちどれか。

（１）水溶液が酸性か又はアルカリ性かは、水中の水素

イオンと水酸化物イオンの量により定まる。

（２）常温(２５℃)でpＨが７未満は酸性、７を超える

ものはアルカリ性である。

（３）酸消費量は、水中に含まれる酸化物、炭酸塩、炭

酸水素塩などの酸性分の量を示すものである。

（４）酸消費量は、酸消費量(pＨ４.８)と酸消費量(pＨ

８.３)に区分される。

（５）全硬度は、水中のカルシウムイオン及びマグネシ

ウムイオンの量を、これに対応する炭酸カルシウム

の量に換算して試料１ℓ 中のmg数で表す。

問１９ ボイラーに給水するディフューザポンプの取扱いに

ついて、誤っているものは次のうちどれか。

（１）給水管系における異常を予知するため、ポンプの

吐出し側の圧力計により、給水圧力の異常の有無を

点検する。

（２）グランドパッキンシール式の軸については、パッ

キンを締めて水漏れがないことを確認する。

（３）運転を開始するときは、吸込み弁を全開した後、

ポンプ駆動用電動機を起動し、ポンプの回転と水圧

が正常になったら吐出し弁を徐々に開き全開にする。

（４）吐出し弁を閉じたまま長く運転すると、ポンプ内

の水温が上昇し過熱を起こす。

（５）運転を停止するときは、吐出し弁を徐々に閉め、

全閉してから電動機の運転を止める。

問２０ ボイラーの内面腐食について、誤っているものは次

のうちどれか。

（１）給水中に含まれている溶存気体のＯ 、ＣＯ は、２ ２

鋼材の腐食の原因となる。

（２）腐食は、一般に電気化学的作用などにより生じる。

（３）アルカリ腐食は、高温のボイラー水中で濃縮した

水酸化ナトリウムと鋼材が反応して生じる。

（４）ボイラー水の酸消費量を調整することによって、

腐食を抑制する。

（５）ボイラー水のpＨを中性に調整することによって、

腐食を抑制する。



（燃料及び燃焼に関する知識）

問２１ ボイラーにおける燃料の燃焼について、誤っている

ものは次のうちどれか。

（１）完全燃焼するのに理論上必要な最小の空気量を理

論空気量という。

（２）理論空気量の単位は、液体及び固体燃料では

[ｍ /kg]で表し、気体燃料では[ｍ /ｍ ]で表す。３ ３ ３
Ｎ Ｎ Ｎ

（３）理論空気量(Ａ )に対する実際空気量(Ａ)の比を０

空気比( )といい、Ａ＝ Ａ という関係が成り立つ。ｍ ｍ ０

（４）燃焼ガスの成分割合は、燃料の成分、燃焼の方法

及び空気比により変わる。

（５）排ガス熱による熱損失を小さくするため、空気比

を大きくして完全燃焼させる。

問２２ 重油の性質として、誤っているものは次のうちどれ

か。

（１）重油の密度は、温度が上昇すると減少する。

（２）密度の小さい重油は、一般に引火点が高い。

（３）重油の比熱は、温度及び密度によって変わる。

（４）Ａ重油は、一般にＢ重油より流動点が低い。

（５）Ｂ重油は、Ｃ重油より単位質量当たりの発熱量が

大きい。

問２３ 油だきボイラーにおける重油の加熱について、誤っ

ているものは次のうちどれか。

（１）粘度の高い重油は、噴霧に適当な粘度に下げるた

め加熱を行う。

（２）Ｃ重油の加熱温度は８０～１０５℃、Ｂ重油の加

熱温度は５０～６０℃が一般的である。

（３）加熱温度が高すぎると、炭化物生成の原因となる。

（４）加熱温度が高すぎると、バーナ管内で油が気化し、

ベーパロックを起こす。

（５）加熱温度が低すぎると、いきづき燃焼となる。

問２４ 石炭について、誤っているものは次のうちどれか。

（１）石炭の成分中の酸素は、褐炭から無煙炭になるに

つれて減少する。

（２）石炭の燃料比は、褐炭から無煙炭になるにつれて

増加する。

（３）石炭の揮発分は、炭化度の進んだものほど少ない。

（４）石炭の固定炭素は、炭化度の進んだものほど少な

い。

（５）石炭の単位質量当たりの発熱量は、一般に炭化度

の進んだものほど大きい。
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問２５ ボイラーの燃焼装置に使用する重油バーナについて、

誤っているものは次のうちどれか。

（１）圧力噴霧式バーナは、油に高圧力を加え、これを

ノズルチップから炉内に噴出させて微粒化する。

（２）戻り油式圧力噴霧バーナは、単純な圧力噴霧式バ

ーナよりターンダウン比が広い。

（３）蒸気噴霧式バーナは、霧化媒体のエネルギーを利

用して油を微粒化させるもので、ターンダウン比が

狭い。

（４）回転式バーナは、回転軸に取り付けられたカップ

の内面で油膜を形成し、遠心力により油を微粒化す

る。

（５）ガンタイプバーナは、ファンと圧力噴霧式バーナ

とを組み合わせたもので、燃焼量の調節範囲が狭い。

気体燃料の燃焼方式について、誤っているものは次問２６

のうちどれか。

（１）拡散燃焼方式は、ガスと燃焼用空気を別々にバー

ナから燃焼室に供給し、燃焼させる方法である。

（２）拡散燃焼方式は、逆火の危険性が少ない。

（３）予混合燃焼方式は、火炎の広がり、長さ、温度分

布などの火炎特性の調節が容易である。

（４）予混合燃焼方式は、安定な火炎を作りやすいが逆

火の危険性がある。

（５）予混合燃焼方式は、大容量バーナには利用されに

くいが、ボイラー用のパイロットバーナに利用され

ることがある。

問２７ 油だきボイラーの燃焼室が具備すべき構造上の要件

として、誤っているものは次のうちどれか。

（１）バーナタイルを設ける等により着火を容易にする

構造であること。

（２）炉壁は、空気や燃焼ガスの漏入、漏出が無く、放

射熱損失の少ない構造であること。

（３）燃焼室は、燃焼ガスの炉内滞留時間を燃焼完結時

間より長くすることができる構造であること。

（４）バーナの火炎が伝熱面又は炉壁を直射し、伝熱効

果を高める構造であること。

（５）燃料と燃焼用空気との混合が有効に、かつ、急速

に行われる構造であること。



問２８ 重油燃焼ボイラーにおいて、エコノマイザなどの伝

熱面における低温腐食を抑制する措置として、誤って

いるものは次のうちどれか。

（１）硫黄分の少ない重油を選択する。

（２）重油に添加剤を使用し、燃焼ガスの酸露点を上げ

る。

（３）給水温度を上昇させて、エコノマイザの伝熱面の

温度を高く保つ。

（４）蒸気式空気予熱器を用いて、ガス式空気予熱器の

伝熱面の温度が低くなり過ぎないようにする。

（５）燃焼室及び煙道への空気漏入を防止し、煙道ガス

の温度の低下を防ぐ。

問２９ 燃料の燃焼による窒素酸化物(ＮＯｘ)の発生を抑制

する方法として、誤っているものは次のうちどれか。

（１）炉内燃焼ガス中の酸素濃度を高くする。

（２）燃焼温度を低くし、特に局所的高温域が生じない

ようにする。

（３）高温燃焼域における燃焼ガスの滞留時間を短くす

る。

（４）排ガスの一部を再循環して、燃焼用空気に使用す

る。

（５）二段燃焼法によって燃焼させる。

問３０ ボイラーの通風について、誤っているものは次のう

ちどれか。

（１）押込通風は、燃焼用空気をファンを用いて大気圧

より高い圧力で炉内に押し込むものである。

（２）押込通風は、空気流と燃料噴霧流とが有効に混合

するため、燃焼効率が高まる。

（３）誘引通風は、燃焼ガスを煙道又は煙突入口に設け

たファンによって吸い出し、煙突に放出するもので

ある。

（４）平衡通風は、押込ファンと誘引ファンを併用した

もので、炉内圧を大気圧よりわずかに低く調節する。

（５）平衡通風は、燃焼ガスの外部への漏れは無いが、

誘引通風より大きな動力を要する。

２ ボ

５／６

（関 係 法 令）

問３１ ボイラーの伝熱面積に算入しない部分は、法令上、

次のうちどれか。

（１）管寄せ

（２）煙管

（３）水管

（４）炉筒

（５）過熱器

問３２ 次の文中の 内に入れるＡの数値及びＢの語句

の組合せとして、法令上、正しいものは(１)～(５)の

うちどれか。

「水の温度が Ａ ℃を超える鋼製温水ボイラー

(小型ボイラーを除く。)には、内部の圧力を最高使用

圧力以下に保持することができる Ｂ を備えなけれ

ばならない。」

Ａ Ｂ
（１）１００ 安全弁

（２）１００ 温水温度自動制御装置

（３）１２０ 安全弁

（４）１２０ 温水温度自動制御装置

（５）１３０ 温水循環装置

問３３ 次の文中の 内に入れるＡからＣの語句又は数

値の組合せとして、法令上、正しいものは(１)～(５)

のうちどれか。

「蒸気ボイラー(小型ボイラーを除く。)に取り付け

る圧力計の目盛盤の最大指度は、 Ａ の Ｂ 倍以

上 Ｃ 倍以下の圧力を示す指度としなければならな

い。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）最高使用圧力 １.２ ２

（２）常用圧力 １.２ ２

（３）最高使用圧力 １.２ ３

（４）常用圧力 １.５ ３

（５）最高使用圧力 １.５ ３

問３４ 温水ボイラー(小型ボイラーを除く。)に取り付けな

ければならない附属品は、法令上、次のうちどれか。

（１）験水コック

（２）ガラス水面計

（３）温度計

（４）吹出し弁

（５）水柱管



問３５ 二級ボイラー技士免許を受けた者をボイラー取扱作

業主任者に選任することができるボイラーは、法令上、

次のうちどれか。

（１）伝熱面積が２５ｍ の立てボイラー２

（２）伝熱面積が２５ｍ の鋳鉄製蒸気ボイラー２

（３）伝熱面積が４０ｍ の鋳鉄製温水ボイラー２

（４）伝熱面積が２００ｍ の貫流ボイラー２

（５）最大電力設備容量が５００kＷの電気ボイラー

問３６ ボイラー(小型ボイラーを除く。)の定期自主検査に

おける項目と点検事項との組合せとして、法令上、誤

っているものは(１)～(５)のうちどれか。

項目 点検事項

（１）ストレーナ つまり又は損傷の有無

（２）水処理装置 機能の異常の有無

（３）燃料しゃ断装置 機能の異常の有無

（４）煙道 損傷の有無及び保温の状態

（５）給水装置 損傷の有無及び作動の状態

問３７ ボイラー(小型ボイラーを除く。)の水面測定装置に

ついて、次の文中の 内に入れるＡからＣの語句

の組合せとして、法令上、正しいものは(１)～(５)の

うちどれか。

「 Ａ 側連絡管は、管の途中にドレンのたまる

部分がない構造とし、かつ、これを水柱管及びボイ

ラーに取り付ける口は、水面計で見ることができる

Ｂ 水位より Ｃ であってはならない。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）蒸気 最高 下

（２）蒸気 最低 下

（３）蒸気 最高 上

（４）水 最低 下

（５）水 最高 上

２ ボ

６／６

問３８ 鋼製蒸気ボイラー(小型ボイラーを除く。)で、安全

弁を１個とすることができる最大の伝熱面積は、法令

上、次のうちどれか。
２（１） ３０ｍ
２（２） ５０ｍ
２（３） ６０ｍ
２（４） ８０ｍ
２（５）１００ｍ

問３９ ボイラー の検査及び検査証(小型ボイラーを除く。)

について、法令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）所轄労働基準監督署長は、落成検査に合格したボ

イラー又は落成検査の必要がないと認めたボイラー

について、ボイラー検査証を交付する。

（２）ボイラー検査証の有効期間の更新を受けようとす

る者は、性能検査を受けなければならない。

（３）性能検査を受ける者は、原則としてボイラー(燃

焼室を含む。)及び煙道を冷却し、掃除し、その他

性能検査に必要な準備をしなければならない。

（４）使用を廃止したボイラーを再び設置し、又は使用

しようとする者は、使用再開検査を受けなければな

らない。

（５）ボイラーを輸入した者は、原則として、使用検査

を受けなければならない。

問４０ 起動時にボイラー水が不足している場合及び運転時

にボイラー水が不足した場合に、自動的に燃料の供給

を遮断する装置又はこれに代わる安全装置を設けなけ

ればならないボイラー(小型ボイラーを除く。)は、法

令上、次のうちどれか。

（１）鋳鉄製蒸気ボイラー

（２）炉筒煙管ボイラー

（３）熱媒ボイラー

（４）貫流ボイラー

（５）立てボイラー

（終 り）


